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2Fp-4　　 マルチメディアシミュレーション解剖生理学実験教材再構築の評価

○沖田千代（純真女子短大）、児玉満、松崎浩士（東和大）

目的　我々は1995 年、解剖生理学実験マルチメディアシミュレート教材を作成し、評

価調査の結果、教育上の有効性を確認し報告した。しかし、当時人的パワーやパソコン

の容量、機能の点などから幾つかの問題点が残されていた。今回、I T 時代に進歩した機

器を用いて問題点を軸に改善を試み、解剖生理学実験で実際に学生に使用して評価調査

を行った。良好な結果が得られたので報告する。

方法PowerMacintoshG4MacOS9 を使用し、デジタルビデ オカメラを用いて画像を取

り込 んだ。各素材およびそれらの編集は、それぞれ専用の市販ソフトウェアおよびフリ

ーウェア、シェアウェアを使用した。板書で実験の説明を行った後に本教材を見せ実験

を行わせた。１週間後に評価調査を自記法で実施した。　 結果　教材は障害なく設置コ

ンピュータで稼動した。評価では、理解度、使用感、画面の美的感触度の３項目に分け

て質問した。今回の教材は前回に比較して、約9  0 ％の学生が理解しやすさに着目し、

美的感触度、使用感の順に意識していた。その背景を調査するフリーアンサーでは文字

の大きさ、背景となる色使い、進歩に沿った動きによる誘導といった編集技術に理解度

の上昇を支えている要因があった。

2 Fp- 5　　　　紅茶は肝臓を保護するか

○湯浅　勲　小島明子

大阪市大・院

【目的l　緑茶抽出物およびその主成分である茶ポリフェノールが肝細胞傷害保護効果を有する

ことをすでに報告している。本研究では、緑茶とはその製法の異なる紅茶の肝臓に及ぼす影響

を調べるために、培養肝細胞傷害モデルを用いて肝細胞傷害保護効果について検討した。
l方法1　紅茶は熱湯で抽出し市販のコ･―ヒフィルターでろ過した後、凍結乾燥した。SD 系雄

性ラットの肝臓からコラゲナーゼ潅流法により分離した肝細胞を培養肝細胞傷害モデルに用

いた。傷害剤として　1,4－ナフトキノン(NQ) を用いた。また紅茶抽出物(O ～200  μg) はNO

と同時に添加した。細胞傷害の指標として培地中のＬＤＨ 活性とNeutral red 法により測定し

た細胞生存率を用いた。細胞内グルタチオン(GSH) 、タンパクーSH量の測定はＤＴＮＢ法を、ま

たミトコンドリアの膜電位はローダミン123 を用いて測定した。

l結果1　紅茶抽出物はNO による肝細胞傷害を濃度依存的に抑制した。紅茶熱水抽出物をさら

にクロロホルム、酢酸エチル、ブタノールの各溶媒で分画し、それらの分画の肝細胞傷害抑制

効果を調べたところ酢酸エチル抽出物において最も顕著であった。NO による細胞傷害に先だ
ちミトコンドリアの膜電位の低下と細胞内GSH およびタンパク･SH 量の減少が認められたが、

それらの低下および減少は紅茶抽出物の添加によって濃度依存的に抑制された。さらに種々の

産地で生産された紅茶を用いて同様に肝細胞傷害保護効果を調べたところ、スリランカの Ｎ

地方産の紅茶が強い保護効果をもつことが認められた。
l結論1緑茶と同様に紅茶にも肝細胞傷害抑制効果を有することが明らかとなった。また、その

効果は紅茶の産地により異なることが示唆された。
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